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医が操作するmaster 部（図１. surgeon console），そ
れに連動して手術操作を行うアームが装着されている
slave 部（図１. surgical cart），光学系を統合する 
vision system から構成されている．Surgeon console
は患者から離れたところに，３～４本のアームを持つ
surgical cart は患者の傍に配置される．外科医が指令


































































































































































































































McDougal et al (2005)  20 3.2 (1.1-7.1) 94 55.2 (48-60)
Park et al (2006)  55 2.4 (1-4.1) 97 24.3 (12-48)
Varkarakis et al (2005)  56 2.2 (1-4) 96 27.5 (12-48)
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